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肱
同
月
に
換
え
る

校
舎

毛主むま2融支アょ幸t!麗霊E(毎月 1回発行1昭和43年3月20日

持論
開

愛媛県喜多郡

長浜町役場

岸本印刷所

2月の人口動態
男 7，431 出生 17
女 8，226 死亡 20
計 15，657 婚姻 12

世帯数 3，967 離婚 1
(末日現在)

発行所

印刷所

に
関

ー
期
待
大
き
い
教
育
効
果
日

地
を
造
成
し
て
、
同
年
十
一
月
十
六
日

起
工
式
を
挙
行
、
約
一
年
四
か
月
ぶ
り

に
、
文
化
の
パ
V

ス
と
し
て
、
そ
の
威

容
を
誇
る
校
舎
が
お
百
見
得
し
ま
し
た

肱
川
の
流
れ
を
パ
ッ
ク
に
し
た
統
合

中
学
校
は
、
ク
リ
ー
ム
色
の
色
彩
も
あ

ざ
や
か
に
、
近
代
建
築
の
粋
を
結
集
し

四
国
一
の
モ
ダ
ジ
校
舎
だ
け
あ
っ
て
、

採
光
、
通
風
な
ど
、
実
に
理
想
的
で
す

一ノ

写
真
上
n
四
国
一
を
誇
る
統
合
申
学
校
の
表
玄
関

写
真
右
H

中
庭
の
噴
水
池
と
芝
ふ

写
真
一
下
H

完
成
し
た
校
舎
全
容

(
い
ず
れ
も
5
@
刊
蟻
影
)

" 

/ 

そ
V

V

肱川をパックに教育の心臓部普通教棟

(3・10 正門から撮影〕

で

す

。

一

よ

い

J

よ
し
先
生
J

つ

・

一

そ
し
て
、
そ
の
ね
が
い
を
果
す
唯
一
一
こ
の
三
つ
の
柱
を
基
本
と
〕
て
建
設
置

の
道
は
、
子
供
を
、
「
し
あ
わ
せ
」
に
一
さ
れ
た
四
国
一
の
モ
ダ
ン
校
舎
。
由

り
っ
ぽ
に
育
て
る
「
人
.
つ
く
り
」
で
す
一
今
か
ら
、
教
育
効
果
に
大
い
な
る
期

よ
り
よ
い
環
境
、
よ
り
よ
い
施
設
、
一
待
が
よ
せ
ら
い
げ
て
い
ま
す
。

四
国
一
を
誇
り
、
し
か
も
、
大
学
校

の
建
物
級
の
、
長
浜
町
統
合
中
学
校
が

見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
六
月
一
二
十
日
ま
で
は

グ
海
あ
り
、
橋
あ
り
、
木
材
あ
り
H

で

あ
っ
た
江
湖
も
、
同
年
七
月
一
日
か
ら

長
浜
町
統
合
中
学
校
敷
地
に
用
途
替
え

す
る
こ
と
L
な
り
、
二
万
七
千
平
方
メ

ー
ト
ル
を
埋
め
立
て
、
整
然
と
し
た
敷

筋
ゴ
ジ
ク
リ

l
卜
一
一
一
碍
官
新
校
舎
は
一
品

四
棟
、
約
六
千
七
十
七
主
h
H

メ
ー
ト
ル
一

μ

の
大
校
舎
で
す
o

n

二

ど
の
教
室
を
み
て
も
、
」
γ

征
代
的
な
工
一
〈

一
事
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
J
」
の
新
校
舎
一
ム

一
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
、
町
恥
し
い
教
育
効
一

一
果
が
期
待
さ
れ
て
い
玄
す
。
一

一
な
か
で
も
、
L
@
亡
判
訳
出
会
(
語
学
絞
一

一
習
)
の
ち
み
つ
な
設
計
に
は
、
内
出
嘆
す
一

一

る

ば

か

り

で

す

。

一

一
ま
た
、
音
楽
教
室
・
調
理
室
@
放
送
一

一
室
な
ど
、
モ
ダ
ン
建
築
の
粋
を
か
み
し
一

一
め
な
が
ら
見
学
し
ま
す
と
、
四
時
間
。
一

一

ざ

っ

と

見

て

ま

わ

っ

て

も

、

二

時

間

は

で

愛

媛

県

青

少

年

保

護

条

例

が

、

と

と

し

一

な

い

こ

と

。

一
か
か
り
ま
す
o

一

一

の

四

月

一

日

か

ら

施

行

さ

れ

る

と

と

に

一

コ

一

、

青

少

年

の

健

全

な

育

成

を

害

す

る

一

一

み

な

さ

ん

も

、

是

非

、

一

度

ご

覧

と

な

り

ま

し

た

。

了

お

そ

れ

の

あ

る

広

告

物

を

掲

示

し

て

一

一

な

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

川

こ

の

条

例

の

ね

ら

い

は

、

青

少

年

に

一

観

は

な

ら

な

い

こ

と

。

γ

一

学

級

数

は

、

特

殊

ま

い

を

含

め

て

、

一

悪

影

響

を

与

え

る

社

会

環

室

、

、

好

ま

一

回

、

青

少

年

ー

に

い

れ

ず

み

を

い

れ

た

り

μ

一

一

一

十

三

学

級

で

、

約

千

人

の

生

徒

を

収

一

し

く

な

い

お

と

な

の

行

為

が

彼

ら

を

毒

一

い

れ

る

こ

と

を

可

す

め

た

り

し

て

は

一

容

。

普

通

教

室

お

よ

び

特

別

教

室

は

、

一

し

、

非

行

に

走

ら

せ

て

い

る

面

が

)

の

る

一

寸

ら

な

い

こ

と

c

玄

関

に

、

花

だ

ん

や

、

植

木

な

ど

を

一

そ

れ

ぞ

れ

、

二

千

二

品

芸

で

す

。

一

た

め

、

こ

れ

ら

の

環

境

を

浄

化

し

青

一

五

み

だ

ら

な

性

行

為

や

、

喫

煙

、

飲

配

列

、

さ

ら

に

、

中

庭

ー

に

噴

水

池

。

池

一

大

要

を

説

明

し

ま

十

と

、

一

少

年

に

対

す

る

配

慮

と

責

任

に

欠

け

る

一

一

砲

な

ど

を

す

る

た

め

の

場

所

を

青

少

……ー一一古川…ヱ民
γ

一
明
記
一
一
一
出
一
一
一
一
一
山
…
出
一
六
一
日
一
一
一
一
山
い
一
一
寸

一

で

、

一

一

の

で

、

お

と

な

が

守

ら

な

け

れ

ば

な

ら

一

ら

な

い

こ

と

。

四

月

の

入

学

式

を

待

つ

の

み

と

な

り

ま

一

寸

一

一

一

一

一
一
一
音
楽
教
室
・
製
図
室
・
電
機
教
室
・
普
と
を
目
的
と
し
て
、
建
築
さ
れ
た
寄
宿
一
な
い
最
少
限
度
の
き
ま
り
を
定
め
た
も
一
な
ど
を
定
め
て
お
り
℃

し
た
。
一
二
階
は
、
受
付
事
務
室
。
小
会
議
一
通
学
級
室
・
宿
直
室
'
生
徒
会
室
相
一
舎
は
、
一
一
千
四
百
三
十
七
万
円
で
で
き
一
の
で
、
保
護
の
対
象
と
な
る
青
少
年
は
一
し
た
成
人
に
は
、
罰
金
ま
+

新
校
舎
は
、
一
億
六
千
九
百
万
円
で
一
室
・
校
長
室
・
会
議
室
一
美
術
教
育
室
一
重
な
ど
で
す
。
一
あ
が
り
ま
し
た
o

一
六
才
以
上
十
八
才
未
満
の
者
で
す
。
一
の
刑
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
、
規
模
は
、
鉄
一
美
術
準
備
室
・
芳
二
@
才
一
2

1

一

一

一

一

三

階

は

、

職

一

規

模

は

、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

二

階

一

そ

の

主

な

内

容

は

、

一

り

ま

す

P

員
室
・
視
聴
覚
一
建
、
約
八
百
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
。
室
一
一
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
一
本
条
例
制
定
を
機
会
に
、
皆
様
一

準
備
室
・
図
書
一
数
は
十
三
、
約
八
十
人
が
、
入
舎
で
き
一
お
そ
れ
の
あ
る
映
画
や
興
行
を
青
少
一
青
少
年
問
題
に
対
す
る
理
解
を
い

室
@
資
料
室
・
礼
一
る
モ
ダ
ジ
寄
宿
舎
で
す
。
一
年
に
見
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
一
う
深
め
、
こ
の
条
例
の
円
滑
な
運
一

法
室
・
調
理
教
一
私
た
ち
の
長
浜
町
を
、
よ
り
豊
か
に
一
二
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
一
対
す
る
ご
協
力
と
、
青
少
年
の
健
'

字
被
服
室
・
一
よ
り
り
っ
ぱ
に
発
展

i
t
-
-一

お
そ
れ
の
あ
る
出
版
物
を
青
少
年
に
一
育
成
の
た
め
の
諸
活
動
の
活
発
化
，

染
色
室
・
普
通
一
と
い
う
ね
が
い
は
、
み
ん
な
の
ね
が
い
一
販
売
し
た
り
、
貸
し
付
け
て
は
な
ら
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
級
室
@
放
送
司
・
♂
Fa--
・5ρJ.

室
な
ど
で
す
。

と
の
四
月
、

新
校
舎
に
入
学

す
る
生
徒
は
、

一
年
生
二
百
七

十
六
人
。
二
年

生
三
百
五
人
。

三
年
生
二
百
九

十
七
人
、
合
計

八
百
八
十
八
人

で
す
。一

方
、
長
寝

中
学
校
寄
宿
舎

(な

F
さ
寮
)

も
完
成
。

通
学
悶
難
な

生
徒
を
入
本
一
口
さ

せ
て
、
教
育
条

件
の
改
善
を
図

り
、
優
秀
な
生

徒
を
育
成
し
、

保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ

。

一
健
や
か
に
育
て
青
少
年
一

愛
媛
県
青
少
年
保
護
条
例
制
定

二
月
の
町
政
日
誌

日

昭
和
四
十
三
年
度
長
浜

町
消
防
団
出
ぞ
め
式

少
年
式

農
業
委
員
会

昭
和
四
十
三
年
度
予
算

得
議
(
九
日
ま
で
)

フ
ェ
リ
ー
@
ボ

l
ト
関

係
現
地
視
察
の
た
め
、

上
関
町
議
員
一
行
来
町

都
梅
林
道
竣
工
検
査

低
開
発
地
域
振
興
事
業

の
惣
瀬
簡
易
排
水
路
改

良
工
事
入
札
執
行

午
後
五
時
三
分
、
松
が

さ
(
須
沢
)
の
山
火
事

の
た
め
長
浜
分
団
、
櫛

生
分
団
の
各
団
員
出
動

し
て
消
火
に
務
め
た

午
後
六
時
五
分
鎮
火

五
日

六
日

八
日

十
日

十
二
日

十

日

大
雪
警
報
発
令
(
当
町

で
三

O
m
の
積
雪
を
記

録
、
み
か
ん
と
、
な
つ

か
ん
に
枝
折
の
被
害
を

被
っ
た
)
住
宅
に
も
X

も
被
害
が
続
出
大
和
で

瞬
間
風
速
二
三

m
を
記

録
そ
の
た
め
、
大
字
上

老
松
の
上
成
・
下
成
そ

れ
に
大
字
下
須
戒
の
郷

@
新
造
替
地
の
屋
根
が

わ
ら
を
飛
ば
し
た

こ
の
地
区
は
、
去
年
十

周
二
十
七
日
に
も
被
害

を
被
っ
た
)
ま
た
、
有

線
放
送
電
話
も
通
信
不

能
か
所
続
出
復
旧
に

つ
と
め
た
の
で
、
十
八

日
全
線
復
旧

雪
に
よ
る
被
害
調
査

(
み
か
ん
と
、
な
つ
か

ん
関
係
、
今
回
の
雪
に

よ
る
被
害
で
は
須
沢
の

な
つ
か
ん
が
、
品
開
じ
，

干
害
応
急
対
策
県
単
事

業
の
査
定

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
設

立
委
員
会

採
血
と
血
液
型
判
定

(
今
坊
@
h
E
E

茂
)

採
血
と
血
液
-

(
長
浜
)

午
後
二
時
三
十
一

駒
手
町
福
井
栄
吉
r
'
市

か
ら
山
火
、
長
浜
分
団

大
和
分
間
、
喜
多
灘
分

団
の
各
問
員
消
火
の
た

め
出
動
消
火
に
務
め
た

午
後
三
時
十
二
分
鎮
火

り
災
見
舞
(
町
長
助
役

収
入
役
以
下
各
課
長
)

ー/---一一一

十
五
日

十
九
日

二
十
二
日

二
十
六
日

二
十
七
日

二
十
八
日

十
七
日
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1
1
1
1
1
1
1

育
訓
何
色

b
k訓
練
L
X
U
1戸
の
に
話
を
聞
き
と
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
匂
と
ば
を
聞
く
力
は
育
ち
ま
せ
ん
o

そい川一

L
J

コ

一

一

野

百

九

詳

盟

う

t

家

庭

で

ぶ

ち

と

わ

す

親

が

多

い

と

い

わ

落

ち

着

い

て

集

中

し

て

話

音

く

力

が

に

、

今

の

母

親

は

、

こ

ど

も

に

寝

な

が

一

肝

担

〈

士

事

務

4
/迫
j
開
F
d
d

向
い
ま
す
…

1
Z
Z
T舎
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
釦
識
を
も
つ
ら
、
昔
ば
な
し
を
聞
か
せ
た
り
、

1
3

に

一

一

切

:

'

e

-

こ
ど
も
が
こ
と
ば
に
出
さ
な
く
て
も
て
い
て
も
、
そ
れ
を
発
揮
字
ぎ
な
い
わ
読
ん
で
や
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
一
表

r
-
3
p
h
p
b吋ノ

E
-
s
し

¥

宮

引

用

忌

レ

℃

ヤ

る

お

92合
け
で
す
o

た
o

聞

く

力

を

育

て

る

よ

う

な

生

活

が

一

酌

防

士

4
4
J
A

ぜ

d

占

」

ノ

f

f

母

親

の

「

過

保

護

」

が

問

題

な

の

で

す

テ

レ

ビ

は

失

わ

れ

て

い

る

と

と

も

、

心

に

と

め

て

一

伺

を

問
士

:
i
i
l
l
i
t
-
-

‘

も

の

を

聞

く

態

度

が

で

き

て

い

な

い

聞

く

力

を

つ

け

な

い

お

く

べ

き

で

し

ょ

う

。

一

加

明

日
一
山

?
O
I
l
-
-
;
l
i
e
J
e
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

と

、

先

生

の

い

う

こ

と

が

耳

に

は

い

ら

あ

る

と

き

は

、

こ

ど

も

を

「

突

き

放

…

追

番

一

四

働

く

母

親

が

ふ

え

、

忙

上

い

兼

業

マ

甲

簿

及

四

潟

7

U

第

て

も

う

す

ぐ

一

年

生

。

小

学

校

へ

入

学

過

保

護

を

す

る

な

ず

、

前

を

つ

つ

ぎ

、

後

ろ

を

ふ

り

向

き

マ

は

、

こ

ど

も

の

遊

び

相

手

に

な

っ

て

す

」

と

い

う

教

育

も

あ

る

わ

け

で

、

保

一

号

名

律

栄

普

政

三

文

章

万

富

千

「

を

一
一
す

3
2
2ま

し
た
。
新
入
学
児
入
学
前
に
必
要
な
基
本
的
な
し
つ
け
室
、
定
一
手
を
出
す
と
い
う
こ
と
や
れ
ず
、
一
ア
レ
ピ
ま
か
せ
に
な
り
手
護
過
剰
で
は
、
独
立
心
も
弱
く
、
精
神
一
二
時
保
本
版
沼
水
田
一
戸
並
一
戸
村
野
川
対
供

一

…

を

も

っ

家

庭

で

は

、

わ

が

子

の

新

し

い

で

大

切

な

こ

と

は

、

話

す

こ

と

と

、

人

に

な

り

ま

す

と

こ

ろ

が

、

こ

ど

も

番

組

は

、

動

き

的

な

安

定

性

を

欠

く

よ

う

な

人

間

が

育

…

二

電

一

氏

業

成

て

一
一
門
出
に
、
希
望
と
不
安
の
い
り
ま
じ
っ
の
話
を
聞
く
訓
練
で
す
o

幼
稚
園
や
保
学
校
の
勉
強
は
、
先
生
の
話
、
人
の
の
お
も
し
ろ
さ
で
見
せ
ま
す
か

b
、
こ
て
ら
れ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
一
二
問
一
戸
ν
久

笹

農

水

清

川

域

松

城

木

中

安

日

大

し

一

言

味

わ

っ

て

い

ら

れ

る

こ

と

で

~

;

右

足

跡

混

同

誌

…

韓

関

額

二

議

仰

い

片

山

三

日

1
4一
時
一
随
一

5
6
9
i
i
:
t

一
一
抜
け
て
い
る
「
し
つ

Z
:議

WELlぷ

臨

機

総

額

二

一

川

取

引

い

川

口

帰

り

は

バ

ラ

バ

ラ

に

な

る

7
-
l
l」
U
E引

引

住

の

一

一

丸

山

川

れ

れ

は

い

ね

い

守

機

た

ど

民

総

鱒

滋

認

は

駐

留

肱

集

眼

前

ruHHUFF--t一

円

1
2
2旨

か
れ
た
も

一
一
肝
心
の
「
し
つ
け
」
が
抜
け
て
い
る
と

γ川

弘

治

戸

川

:

額

臨

機

鱗

鮫

齢

鱗

較

鞠

親

知

…

川

J
易
れ
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん

o

…

一

門

共

済

自

一

内

容

の

充

実

し

た

学

習

を

続

け

て

一

一

い

り

ド

分

で

す

る

約

束

明

Y川
町

一

一

川

品

川

ぶ

鱗

鱗

鱗

議

離

ぶ

一

市

即

時

比

一

…

一

一

日

中

正

一

一

一

九

刊

誌

日

日

目

立

一

目

仁

川

日

目

十

日

刊

は

咋

校

生

ま

T
i
f
-
-に戦
主

役

判

明

一

一

誌

に

ら

グ

襲

撃

機

能

:

主

め

い

総

号

し

て

お

ぎ

ま

し

ょ

う

。

…

一

@

六

十

五

才

r
i
l
l
-
-皆

勤
賞
を
受
一

当

T
i
t
iが

で

ま

な

い

士

?

芯

叫

尚

長

w
γ
r
一M繍
繍
鱗
鱗
麟
鱒
麟
鵡
繍
繍

:L…川科…別♂

z主zf
慌熔糠空一肌

22
叫二V拙す1れ

よ

ト

新

で

:

しti
い
与
学
校

E生
iE:j

ま
さ
:
;
為;i
こ
=
ど
も
主

?ii
に

E工Lと
土
主
一
土
一
金
;
をzE
支ま払つ;:てご::い=lる2とぎ
:of4i

一命言
W芸
会
社
宮
互
の
ヱ
一
け

21;:
ま

f;:
し
主tたセ
。

一

一

一

~

と

立

片

付

ド

ぎ

て

い

る

子

は

や

川

一

一

線

鶴

麟

熟

議

議

離

襲

撃

J
U
K円
」

仕

打

け

い

崎

川

吋

i
d日
れ
は
四
日
吋
引
け

γ
叶

μ
Hに
千

少

i
5
1
3

一

ECu-

-一一一一一……一一一一一……毘主主伊藤饗畿翠……一一…一一一九一一一片山
1
7
日一一一一一一千……………………
J~4

一

江

川

リ

川

河

川

汁

行

日

日

行

川

口

げ

川

口

川

円

パ

パ

け

い

は

け

月

三

リ

リ

日

河

川

は

け

は

い

ハ

川

刊

行

川

川

比

日

礼

一

一

白

滝

生

活

学

校

は

、

去

年

の

十

二

月

一

恵

谷

間

千

恵

美

、

増

田

紀

子

、

石

本

一

性

耳

下

ぜ

ん

炎

の

こ

と

で

L

Z
一

}

喝

、

a

h

h

a

h

a

一

櫛

生

一

一

一

五

二

六

一

同

日

川

川

川

川

M
M
H山
M

M

一
一
一
十
人
以
下
の
従
業
員
を
常
時
雇
っ
て
一
八
日
か
ら
、
こ
と
し
の
二
月
ま
で
、
毎
-
知
和
子
、
大
石
川
恭
生
、
菊
地
郁
夫
、
友
一
ま
た
、
は
し
か
は
、
肺
炎
な
ど

ゴ

も

う

す
J

ぐ

-

年

生

一

出

海

九

両

二

三

一

3

コ

l

H斗コ
7
ら
一
い
る
事
業
主
か
、
会
社
な
ど
の
役
員
の
一
週
金
曜
日
、
午
前
九
時
半
か
ら
、
午
後
一
沢
悦
子
、
岡
田
博
美
一
発
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
子

一

切

一

d

l
一

一

大

和

主

九

一

O

一

九

一

巳

一

司

自

む

一

戸

以

一

方

で

す

。

(

商

業

と

、

サ

ー

ビ

ス

業

で

一

一

二

時

半

ま

で

、

皇

室

で

聞

か

れ

と

居

生

校

舎

同

一

と

思

っ

た

ら

、

医

者

に

相

笑

報

一

入

学

式

は

四

月

八

日

一

号

一

一

一

一

二

三

一

一

色

E
5
1
U
一

は

五

人

以

下

と

な

っ

て

い

ま

す

。

¥

し

た

。

松

田

智

美

香

至

高

村

上

勝

記

決

で

す

。

一

一

白

滝

一

二

九

二

二

h
M
M
M
M
M
M
M川
M
M川
一

-titti--
パ
け
げ
川
川
一
一
げ
げ
げ
斗
"
'
'
'
圃
・
冒
・
匡
司
固
旬
圃

E

・咽冒・胃
3
2
'

冒叫••• 
宵

---a
冒軍司

河

一

昭

和

四

十

三

年

度

入

学

児

童

の

入

学

一

喜

多

灘

間

八

三

二

戒

川

三

一

一

一

六

一

一

一

Illljiー
:

ー

野

一

言

、

四

月

八

日

(

月

〉

各

小

学

校

で

一

青

島

一

一

一

一

一

一

一

柴

七

四

三

V
香

典

返

し

を

寄

付

一

一

i
j
j

せ
ん
。
と
に
か
く

5
5
2
…一

躍

一

挙

行

さ

れ

ま

す

。

一

:

五

七

四

八

一

O
五

一

計

一

二

五

三

四

二

四

九

一

大

字

長

浜

二

十

六

区

;

ク

マ

一

L
副
引

J

出

日

日

リ

比

一

一

一
室
の
方
々
も
、
こ
の
日
を
楽
し
み
一

g
i
l
-
-豆、
i
h
H
k
i
i
h
h
hミミ
HHH35ihhhhi--豆
、
一
ヨ
氏
は
、
五
万
円
を
、
香
典
返
し
の
か
一
一
望

41Z刷
翼

旦

時

一

に

待

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

こ

と

で

し

ょ

一

一

一

一

三

;

司

ぅ

。

困

っ

た

現

象

が

お

き

て

ぎ

た

も

…

一

一

一

わ

り

に

、

「

長

浜

町

社

協

の

事

業

資

金

二

宮

ナ

コ

。

一

=

=

=

=

一

=

一

一

=

一

=

=

=

=

=

=

=

=

=

一

一

三

一

三

一

=

一

一

言

三

三

一

一

三

一

一

=

=

=

一

三

一

=

=

一

三

一

一

三

三

三

一

三

三

一

=

=

=

=

=

=

一

一

一

の

で

す

。

と

れ

は

、

全

国

的

な

現

象

一

一

一

一

に

充

当

し

て

ほ

し

い

」

と

、

町

の

社

会

一

一

一
子
供
さ
ん
は
、
何
人
あ
っ
て
も
、
ど
一

3
1

ず

J

一

一

一

と

い

え

そ

5
で
す
O

A

一

の

子

供

さ

ん

も

、

そ

れ

ぞ

れ

、

入

学

は

一

映

る

い

町

⑪

一

福

祉

協

議

会

に

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

。

四

月

は

、

花

の

月

で

す

。

。

新

入

学

児

童

を

交

通

事

去

一

一

I
I

一
ま
た
、
大
字
豊
茂
の
一
、
坂
井
亨
氏
一
一
そ
し
て
、
入
学
。
進
学
。
就
職
と

初
一
始
め
て
で
す
。
こ
ま
か
ド
点
に
も
気
を
一
三
一
一
=
=
=
=
=
=
=
三
一
一
三
一
一
三
三
一
=
一
一
=
三
一
一
三
一
三
三
一
三
三
一
一
=
一
=
=
一
一
一
三
三
一
一
三
一
=
一
一
=
=
=
一
三
三
一
三
一
一
は
、
五
千
円
を
・
香
典
返
し
の
か
わ
り
一
…
新
し
い
人
生
へ
、
ス
タ
ー
ト
す
る
若
ら
守
り
ま
し
ょ
う

o

四
月
は
、
新
又

発

一

く

ば

っ

て

あ

げ

て

く

だ

き

い

。

一

一

に

、

「

豊

茂

支

館

の

運

営

資

金

に

充

当

一

一

々

し

い

月

で

す

。

学

児

童

ゃ

、

入

国

児

が

、

な

れ

な

し

回

一

こ

の

春

、

小

学

へ

入

学

す

る

子

供

さ

一

中

国

の

古

い

こ

と

ば

に

、

}

き

て

、

中

国

の

こ

の

こ

と

ば

立

、

よ

一

一

一

道

路

を

登

@

下

校

す

る

た

め

、

交

調

一

一

一

1

一
し
て
ほ
し
い
」
と
‘
長
浜
公
民
T
豊
茂
一
一
。
四
国
一
を
誇
る
教
育
の
パ
V

ス

ー
一
ん
は
、
昭
和
=
干
六
年
四
行
二
日
か
ら
一
p

り
っ
ぱ
な
大
工
は
、
む
や
み
に
木
を
一
く
か
み
し
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
支
館
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
o

一

一

と

し

て

、

長

浜

町

統

合

中

学

校

が

、

事

故

の

発

生

し

や

す

い

時

期

で

す

。

得

一

日

日

守

一

日

ま

で

に

生

れ

一

削

日

計

百

一

一

ら

立

れ

立

百

三

れ

一

環

当

弓

γ
同

日

時

四

日

ト

一

一

弓

見

出

U
U
U
U
九

駐

日

目

巧

り

も

一

こ

と

し

は

、

二

百

四

十

九

人

で

、

去

一

こ

れ

は

、

仕

事

が

で

き

な

い

で

木

を

一

ま

れ

た

ミ

ら

と

:

百

円

も

ら

っ

た

ミ

一

一

一

長

ん

な

で

、

ヤ

分

気

を

つ

け

ま

し

一

一

一

ミ

一

刀

方

f
改

め

る

た

め

、

香

典

返

じ

を

廃

止

す

る

一

一

櫛

生

校

舎

で

の

座

談

会

を

録

音

す

る

よ

う

。

日

一

目

立

川

ト

訪

日

け

一

切

な

い

と

い

1
意

味

で

は

あ

り

ま

せ

一

日

り

し

は

す

で

投

票

し

た

一

と

と

を

決

定

現

在

実

習

で

す

。

一

一

日

出

諮

問

U

H

F

O

あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

司

一

な

お

い

す

で

に

、

入

学

通

知

書

は

、

一

や

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

仕

事

は

、

一

権

利

あ

る

一

票

も

、

候

補

者

か

、

運

一

マ

小

規

模

企

業

共

済

加

入

の

す

す

め

一

一

統

合

の

段

上

級

生

だ

か

ら

、

下

級

配

る

地

区

の

ど

ん

な

小

さ

な

ニ

ュ

ー

ス

町

一

届

い

て

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

が

、

も

し

一

も

ち

ろ

ん

ど

し

ど

し

や

り

ま

す

。

一

動

員

の

ひ

と

り

か

、

ふ

た

り

の

名

誉

欲

一

従

業

員

に

は

、

失

業

主

や

退

職

金

一

一

な

ど

の

よ

き

相

談

相

手

に

も

工

り

、

で

も

結

構

で

す

か

ら

、

ど

ん

ど

ん

治

時

一

も

れ

て

い

る

方

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

教

一

し

か

し

、

一

本

の

木

と

い

え

ど

も

、

一

や

権

力

を

満

た

す

役

だ

け

に

終

る

の

で

一

共

済

が

あ

り

ま

す

が

、

経

営

者

の

た

め

一

一

さ

ら

に

、

施

設

に

負

け

な

い

川

に

な

え

寸

く

だ

さ

い

。

ぱ
一
育
宮
台
市
、
近
く
の
学
校
へ
ど
連
絡
王
申
苧
に
か
か
る
臣
、
そ
の
木
の
性
質

7
9
0

一
之
国
が
訓
示
ぷ

~tw一
主

胤

必

ず

一

一

り

た

い

」

と

、

い

っ

て

い

ま

し

た

。

志

村

ち

し

て

い

ま

す

。

く
た
さ
レ
《
一
や
使
い
み
ち
な
ど
、
じ
っ
く
り
研
究
し
一
な
に
ご
と
も
、
し
っ
か
り
と
考
え
る
一
共
済
制
度
」
が
あ
り
ま

τ

一
一
全
生
徒
が
、
施
設
に
負
け
な
い
人

.A年
度
新
入
学
児
童
一
撃
設
、
一
そ
の
あ
と
で
、
は
じ
め
て
、
ノ
ゴ
を
あ
一
こ
の
習
慣
を
も
ち
た
い
も
の
で
怜
一

d
ム

一

一

一

に

な

っ

て

も

ら

い

た

い

も

の

で

す

。

J

b

男

女

計

¥
ι
(、
品

川

ジ

ナ

ど

使

う

と

い

う

わ

け

で

す

、

1it--

斗
dllrik
、

一

〈

徐

事 r

ぜ
る
方
1

H
a
i
E
 

番号部落名備考1

890 沖浦 l
889 H 

762 海 岸 通 1 

273 新造替地 ! 
55 橋立下 ! 
98河原 1

305 浜

233 東

538 加

368 豊

442 豆

495 加

屋

中

柳

屋

雄

い
や
、
生
徒
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
先
生
も
、
そ
し
て
父
兄
の
方

々
も
こ
の
際
、
施
設
に
負
け
な
い
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

A
V
先
日
、
あ
る
学
校
の
先
生
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

主

「
近
ご
ろ
の
小
学

生
に
は
、
辞
書
を
ひ

く
く
せ
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
知
ら

な
い
漢
字
に
で
も
つ

ま
あ
た
る
と
、
辞
書

な
ど
を
引
い
て
調
べ

よ
う
と
し
な
い
。
す

ぐ
に
人
に
聞
く
。

『
ど
う
し
て
だ
』
と
聞

く
と
、
『
調
べ
る
よ

り
早
い
』
と
い
匂
フ
o

こ
れ
も
、
テ
レ
ビ

の
影
響
で
す
。
と
に

か
く
辞
書
を
ひ
い
て

勉
強
し
な
い
の
で
す

か
ら
、
国
っ
た
こ
と

で
す
」
と
。

そ
う
か
も
知
れ
ま

，、}
t

、

今
孝
、
坂
東
由
美
子

一
門
出
海
中
凶

一
西
山
栄
子
、
・
尾
田
美
喜
夫
、
菊
地
来
日

一
津
子
、
畑
中
亨
彦

一
門
大
和
方
二
校
舎
〕

一
門
田
敬
次
、
菊
間
鈴
子

一
門
大
和
芳
一
校
舎
凶

一
竹
内
三
枝
子
、
池
出
明
子
、
比
留
木

一
進
、
河
内
里
美

一

門

白

滝

校

舎

〕

少

す

包

~

一

必

/

/

~

一
児
玉
正
一
二
、
上
回
洋
子

一
マ
見
舞
返
し
を
寄
付

4

大
字
景
茂
の
、
丸
又
中

舞
返
し
の
一
部
二
万
円
を
、
「
曲
一
一
押
一
一
政
支

館
の
運
営
資
金
に
光
当
し
て
ほ
し
い
」

と
長
浜
公
民
館
豊
茂
支
館
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

V
四
月
の
日
曜
当
直
医
院

4
。

7

岡
田
医
院

4

@

旬

菊

地

医

院

4

0

引

門

屋

医

院

4

・

ぉ

辻

医

院
(
広
報
係
〉


